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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面層フルオロエラストマーであって、
　前記表面層フルオロエラストマーの合計重量を基準として５５重量％～８３．８５重量
％のフルオロシリコーンと、
　前記表面層フルオロエラストマーの合計重量を基準として５重量％～２０重量％の赤外
線吸収材料と、
　前記表面層フルオロエラストマーの合計重量を基準として１重量％～５重量％のシリカ
と、
　前記表面層フルオロエラストマーの合計重量を基準として０．１５重量％～０．３５重
量％の触媒と、
　前記表面層フルオロエラストマーの合計重量を基準として１０重量％～１８重量％の架
橋剤とを含む、表面層フルオロエラストマー。
【請求項２】
　７３重量％～７９．８重量％の前記フルオロシリコーンと、
　７重量％～１５重量％の前記赤外線吸収材料と、
　１重量％～４重量％の前記シリカと、
　０．２重量％～０．３重量％のＰｔ触媒である前記触媒と、
　１２重量％～１６重量％の前記架橋剤とを含む、請求項１に記載の表面層フルオロエラ
ストマー。
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【請求項３】
　前記赤外線吸収材料は、カーボンブラック、金属酸化物、カーボンナノチューブ、グラ
フェン、グラファイトおよび炭素繊維の少なくとも１つを含む、請求項２に記載の表面層
フルオロエラストマー。
【請求項４】
　２０重量％のカーボンブラックと、
　１．１５重量％のシリカと、
　０．２５重量％のＴＦＴ中の１４．３重量％Ｐｔ触媒と、
　１５重量％の架橋剤とを含む、請求項１に記載の表面層フルオロエラストマー。
【請求項５】
　前記カーボンブラックは、硫黄含有量が０．３％以下である、請求項３に記載の表面層
フルオロエラストマー。
【請求項６】
　前記シリカは、疎水性シリカを含む、請求項５に記載の表面層フルオロエラストマー。
【請求項７】
　前記表面層フルオロエラストマーは、１．１５重量％の疎水性シリカを含む、請求項６
に記載の表面層フルオロエラストマー。
【請求項８】
　前記カーボンブラックは、平均粒径が２ナノメートル～１０ミクロンであり、前記シリ
カは、平均粒径が１０ナノメートル～０．２ミクロンである、請求項７に記載の表面層フ
ルオロエラストマー。
【請求項９】
　前記フルオロシリコーン中のシロキサン単位の少なくとも７５％は、フッ素化されてい
る、請求項８に記載の表面層フルオロエラストマー。
【請求項１０】
　前記カーボンブラックは、前記フルオロシリコーン中で凝集しない、請求項９に記載の
表面層フルオロエラストマー。
【請求項１１】
　表面層を備える画像化部材であって、前記表面層が、
　前記表面層の合計重量を基準として５５重量％～８３．８５重量％のフルオロシリコー
ンと、
　前記表面層の合計重量を基準として５重量％～２０重量％の赤外線吸収材料と、
　前記表面層の合計重量を基準として１重量％～５重量％のシリカと、
　前記表面層の合計重量を基準として０．１５重量％～０．３５重量％の触媒と、
　前記表面層の合計重量を基準として１０重量％～１８重量％の架橋剤とを含み、
　前記表面層は、厚みが１０ミクロン～１ミリメートルであり、表面引張エネルギーが２
２ダイン／ｃｍ以下であり、極性要素が５ダイン以下である、画像化部材。
【請求項１２】
　前記表面層が、
　７３重量％～７９．８重量％の前記フルオロシリコーンと、
　７重量％～１５重量％の前記赤外線吸収材料と、
　１重量％～４重量％の前記シリカと、
　０．２重量％～０．３重量％のＰｔ触媒である前記触媒と、
　１２重量％～１６重量％の前記架橋剤とを含む、請求項１１に記載の画像化部材。
【請求項１３】
　前記赤外線吸収材料は、カーボンブラック、金属酸化物、カーボンナノチューブ、グラ
フェン、グラファイトおよび炭素繊維の少なくとも１つを含む、請求項１２に記載の画像
化部材。
【請求項１４】
　前記表面層は、疎水性シリカを含み、前記カーボンブラックは、硫黄含有量が０．３％
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未満である、請求項１３に記載の画像化部材。
【請求項１５】
　画像化部材を作製する方法であって、
　基材の上に表面層をフローコーティングすることと、
　コーティングされた前記表面層を高温で硬化させることとを含み、
　前記表面層が、
　前記表面層の合計重量を基準として５５重量％～８３．８５重量％のフルオロシリコー
ンと、
　前記表面層の合計重量を基準として５重量％～２０重量％の赤外線吸収材料と、
　前記表面層の合計重量を基準として１重量％～５重量％のシリカと、
　前記表面層の合計重量を基準として０．１５重量％～０．３５重量％の触媒と、
　前記表面層の合計重量を基準として１０重量％～１８重量％の架橋剤とを含み、
　前記表面層は、厚みが１０ミクロン～１ミリメートルであり、表面引張エネルギーが２
２ダイン／ｃｍ以下であり、極性要素が５ダイン以下である、方法。
【請求項１６】
　前記表面層が、
　７３重量％～７９．８重量％の前記フルオロシリコーンと、
　７重量％～１５重量％の前記赤外線吸収材料と、
　１重量％～４重量％の前記シリカと、
　０．２重量％～０．３重量％のＰｔ触媒である前記触媒と、
　１２重量％～１６重量％の前記架橋剤とを含み、
　前記赤外線吸収材料は、カーボンブラック、金属酸化物、カーボンナノチューブ、グラ
フェン、グラファイトおよび炭素繊維の少なくとも１つを含む、請求項１５に記載の方法
。
【請求項１７】
　前記表面層は、疎水性シリカを含み、前記カーボンブラックは、硫黄含有量が０．３０
％以下である、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記カーボンブラックは、平均粒径が２ナノメートル～１０ミクロンであり、前記シリ
カは、平均粒径が１０ナノメートル～０．２ミクロンである、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記フルオロシリコーン中のシロキサン単位の少なくとも７５％は、フッ素化されてい
る、請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　前記カーボンブラックは、前記フルオロシリコーン中で凝集しない、請求項１７に記載
の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、本明細書に記載されるような表面層を備える画像化部材に関し、さらに特定
的には、画像化部材のための表面層を作成することができる、フルオロシリコーン、赤外
線吸収材料およびシリカを含むフルオロエラストマー組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　オフセットリソグラフィーは、一般的な種類の印刷方法である。典型的なリソグラフィ
ー印刷プロセスでは、印刷プレートは、平板、円柱形の表面またはドラム、ベルトの表面
などであってもよく、疎水性／親油性の材料から作られる「画像領域」と、親水性／疎油
性材料から作られる「非画像領域」を有するように作られる。画像領域は、印刷材料また
はマーキング材料（例えば、インク）によって占められる、最終的な印刷物（すなわち、
標的基材）の領域に対応する。一方、非画像領域は、このマーキング材料によって占めら
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れない最終的な印刷物の領域に対応する。親水性領域は、水系流体を簡単に受け入れ、こ
の流体に簡単に濡れ、一般的に湿し液または濡らし液と呼ばれる（典型的には、水および
少量のアルコール、および流体の表面張力を下げるために含まれる他の添加剤および／ま
たは界面活性剤からなる）。疎水性領域は、湿し液をはじき、インクを受け入れ、一方、
親水性領域の上に作られる湿し液は、インクを拒絶する流体「剥離層」を形成する。従っ
て、印刷プレートの親水性領域は、最終印刷物の印刷されていない領域、つまり「非画像
領域」に対応する。
【０００３】
　インクを、標的基材（例えば、紙）に直接転写してもよく、または、中間体表面、例え
ば、オフセット印刷システムのオフセット（またはブランケット）シリンダに塗布しても
よい。オフセットシリンダは、標的基材のテクスチャに適合させることができる表面を有
する適合させることが可能なコーティングまたはスリーブで覆われており、表面の山から
谷までの深さは、画像形成プレート表面の山から谷までの深さよりもいくらか大きくても
よい。また、オフセットブランケットシリンダの表面粗さは、欠陥（例えば、斑点）のな
い標的基材に対し、もっと均一な印刷材料の層を運ぶのに役立つ。十分な圧力を使用し、
オフセットシリンダから、標的基材へと画像を転写させる。オフセットシリンダとインプ
レッションシリンダとの間に標的基材を挟み、この圧力を与える。
【０００４】
　典型的なリソグラフィー印刷技術およびオフセット印刷技術は、永久的にパターン形成
されたプレートを使用し、従って、同じ画像の大量な複写物を印刷する場合（すなわち、
長時間の印刷操作）、例えば、雑誌、新聞紙などの場合にのみ有用である。しかし、これ
らの技術は、一般的に、印刷シリンダおよび／または画像形成プレートを除去し、交換す
ることなく、１ページごとに異なる新しいパターンを印刷する書面を作成し、印刷するこ
とができない（すなわち、この技術は、例えば、デジタル印刷システムのように、一刷り
ごとに画像が変わる真の高速バリアブル印刷に合わせることができない）。さらに、永久
的にパターン形成された画像形成プレートまたはシリンダの費用は、複写物の数が増えれ
ば償却される。従って、印刷した複写物あたりの費用は、デジタル印刷システムからの印
刷とは対象的に、同じ画像を長い間何度も印刷するよりも、同じ画像を短い間印刷する方
が高くなる。
【０００５】
　従って、湿し液の層で最初に均一にコーティングされた、パターン形成されず再画像形
成可能な表面を使用するリソグラフィー技術（バリアブルデータリソグラフィーと呼ばれ
る）が開発された。湿し液の領域は、集束した照射源（例えば、レーザ光源）にさらされ
ることによって除去され、ポケットを形成する。従って、湿し液中の一時的なパターンは
、パターン形成されていない再画像形成可能な表面の上に作られる。その表面の上に塗布
されたインクは、湿し液を除去することによって作られるポケットに保持される。次いで
、インクが付いた表面を、基材と接触させ、インクは、湿し液中のポケットから基材に転
写される。次いで、湿し液を除去し、湿し液の新しい均一な層を、再画像形成可能な表面
の上に塗布し、この工程を繰り返してもよい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　何年にもわたって、種々の印刷システムにフルオロエラストマーおよびフルオロポリマ
ーが使用されてきた。例えば、バリアブルデータリソグラフィーシステムにおいて、再画
像作成可能な表面を作成するために、フルオロエラストマーが使用されてきた。フルオロ
エラストマーは、特定のトナーおよび印刷インク材料と共に使用されるとき、その熱特性
および化学特性と、剥離特性に魅力がある。従って、オフセット印刷および／またはバリ
アブルデータリソグラフィーのため、および他の印刷用途のための新しいシステムを開発
することができる新規フルオロエラストマーが必要とされている。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　本教示の１つ以上の実施形態のいくつかの態様の基本的な理解を与えるために、単純化
された概要を以下に提示する。この概要は、広範囲にわたる概観ではなく、本教示の鍵と
なる要素または必須要素を特定することを意図しておらず、本開示の範囲の輪郭を描くも
のでもない。むしろ、後に提示する詳細な記載の前置きとして、その主な目的は、単純化
された形態で１つ以上の概念を単に提示することである。
【０００８】
　さらなる目標および利点は、図面、本開示の詳細な記載および特許請求の範囲からもっ
と明らかになるだろう。
【０００９】
　本開示で具現化される上の態様および有用性および／または他の態様および有用性は、
表面層フルオロエラストマーの合計重量を基準として５５重量％～９５重量％のフルオロ
シリコーンと、表面層フルオロエラストマーの合計重量を基準として５重量％～２０重量
％の赤外線吸収材料と、表面層フルオロエラストマーの合計重量を基準として１重量％～
５重量％のシリカと、表面層フルオロエラストマーの合計重量を基準として０．１５重量
％～０．３５重量％の触媒と、表面層フルオロエラストマーの合計重量を基準として１０
重量％～１８重量％の架橋剤とを含む、表面層フルオロエラストマーを提供することによ
って達成されるだろう。
【００１０】
　別の実施形態では、表面層フルオロエラストマーは、８３％～９３％のフルオロシリコ
ーンと、７重量％～１５重量％の赤外線吸収材料と、１％～４％のシリカと、０．２％～
０．３％のＰｔ触媒である触媒と、１２％～１６％の架橋剤とを含む。
【００１１】
　別の実施形態では、赤外線吸収材料は、カーボンブラック、金属酸化物、カーボンナノ
チューブ、グラフェン、グラファイトおよび炭素繊維のうち少なくとも１つを含む。
【００１２】
　別の実施形態では、表面層フルオロエラストマーは、約２０％のカーボンブラックと、
約１．１５％のシリカと、約０．２５％のＴＦＴ中の１４．３％Ｐｔ触媒と、約１５％の
架橋剤とを含む。
【００１３】
　別の実施形態では、カーボンブラックは、硫黄含有量が０．３％以下である。
【００１４】
　別の実施形態では、シリカは、疎水性シリカを含む。
【００１５】
　別の実施形態では、表面層フルオロエラストマーは、約１．１５％の疎水性シリカを含
む。
【００１６】
　別の実施形態では、カーボンブラックは、平均粒径が２ナノメートル～１０ミクロンで
あり、シリカは、平均粒径が１０ナノメートル～０．２ミクロンである。
【００１７】
　別の実施形態では、フルオロシリコーン中のシロキサン単位の少なくとも７５％は、フ
ッ素化されている。
【００１８】
　別の実施形態では、カーボンブラックは、フルオロシリコーン中で凝集しない。
【００１９】
　本開示で具現化される上の態様および有用性および／または他の態様および有用性は、
表面層を備える画像化部材であって、この表面層が、表面層の合計重量を基準として５５
重量％～９５重量％のフルオロシリコーンと、表面層の合計重量を基準として５重量％～
２０重量％の赤外線吸収材料と、表面層の合計重量を基準として１重量％～５重量％のシ
リカと、表面層の合計重量を基準として０．１５重量％～０．３５重量％の触媒と、表面
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層の合計重量を基準として１０重量％～１８重量％の架橋剤とを含み、表面層は、厚みが
１０ミクロン～１ミリメートルであり、表面引張エネルギーが２２ダイン／ｃｍ以下であ
り、極性要素が５ダイン以下である、画像化部材を提供することによって達成されてもよ
い。
【００２０】
　別の実施形態では、表面層は、８３％～９３％のフルオロシリコーンと、７重量％～１
５重量％の赤外線吸収材料と、１％～４％のシリカと、０．２％～０．３％のＰｔ触媒で
ある触媒と、１２％～１６％の架橋剤とを含む。
【００２１】
　別の実施形態では、赤外線吸収材料は、カーボンブラック、金属酸化物、カーボンナノ
チューブ、グラフェン、グラファイトおよび炭素繊維のうち少なくとも１つを含む。
【００２２】
　別の実施形態では、表面層は、疎水性シリカを含み、カーボンブラックは、硫黄含有量
が０．３％未満である。
【００２３】
　本開示で具現化される上の態様および有用性および／または他の態様および有用性は、
画像化部材を作成する方法であって、基材の上に表面層をフローコーティングすることと
、コーティングされた表面層を高温で硬化させることとを含み、この表面層が、表面層の
合計重量を基準として５５重量％～９５重量％のフルオロシリコーンと、表面層の合計重
量を基準として５重量％～２０重量％の赤外線吸収材料と、表面層の合計重量を基準とし
て１重量％～５重量％のシリカと、表面層の合計重量を基準として０．１５重量％～０．
３５重量％の触媒と、表面層の合計重量を基準として１０重量％～１８重量％の架橋剤と
を含み、表面層は、厚みが１０ミクロン～１ミリメートルであり、表面引張エネルギーが
２２ダイン／ｃｍ以下であり、極性要素が５ダイン以下である、方法を提供することによ
って達成されてもよい。
【００２４】
　別の実施形態では、表面層は、８３％～９３％のフルオロシリコーンと、７重量％～１
５重量％の赤外線吸収材料と、１％～４％のシリカと、０．２％～０．３％のＰｔ触媒で
ある触媒と、１２％～１６％の架橋剤とを含み、赤外線吸収材料は、カーボンブラック、
金属酸化物、カーボンナノチューブ、グラフェン、グラファイトおよび炭素繊維の少なく
とも１つを含む。
【００２５】
　別の実施形態では、表面層は、疎水性シリカを含み、カーボンブラックは、硫黄含有量
が０．３０％以下である。
【００２６】
　別の実施形態では、カーボンブラックは、平均粒径が２ナノメートル～１０ミクロンで
あり、シリカは、平均粒径が１０ナノメートル～０．２ミクロンである。
【００２７】
　別の実施形態では、フルオロシリコーン中のシロキサン単位の少なくとも７５％は、フ
ッ素化されている。
【００２８】
　別の実施形態では、カーボンブラックは、フルオロシリコーン中で凝集しない。
【００２９】
　本開示の実施形態のこれらの態様および利点および／または他の態様および利点は、添
付の図面と組み合わせて、種々の実施形態の以下の記載から明らかになり、もっと簡単に
理解されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】図１は、オフセット印刷システムを示す。
【図２】図２は、フルオロエラストマー組成物の走査型電子顕微鏡である。
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【発明を実施するための形態】
【００３１】
　図面のいくつかの詳細は単純化されており、厳格な構造的な正確性、詳細および縮尺を
維持するのではなく、本教示の理解を促進するために描かれていることを注記すべきであ
る。
【００３２】
　上の図面は、必ずしも縮尺通りではなく、本開示の原理を示すとき、代わりに一般的に
強調がなされる。さらに、特定の要素の詳細を示すために、ある特徴が強調されていても
よい。これらの図面／図は、例示的であり、限定的ではないことを意図している。
【００３３】
　本開示の種々の実施形態について、詳細に参照がなされるだろう。本明細書に開示され
る要素、プロセスおよび装置をもっと完全に理解するために、以下に実施形態が記載され
る。与えられる任意の例は、例示的であり、限定的ではないことを意図している。明細書
および特許請求の範囲全体で、以下の用語は、明確に他の意味であると示されていない限
り、本明細書に明確に示されている意味を有する。「ある実施形態では」および「一実施
形態では」という句は、本明細書で使用される場合、必ずしも同じ実施形態を指すわけで
はないが、同じ実施形態を指してもよい。さらに、「別の実施形態では」および「ある他
の実施形態では」の句は、本明細書で使用される場合、必ずしも異なる実施形態を指すわ
けではないが、異なる実施形態を指してもよい。以下に記載するように、種々の実施形態
を、本開示の範囲または精神から逸脱することなく、簡単に合わせてもよい。
【００３４】
　本明細書で使用される場合、用語「または」は、包括的な記号であり、内容が明確に矛
盾しない限り、用語「および／または」と等価である。「～を基準として」という用語は
、排他的ではなく、内容が明確に矛盾しない限り、記載されていないさらなる因子に基づ
くことを可能とする。本明細書では、「Ａ、ＢおよびＣの少なくとも１つ」という引用は
、Ａ、ＢまたはＣを含む実施形態を含み、Ａ、ＢまたはＣ、またはＡ／Ｂ、Ａ／Ｃ、Ｂ／
Ｃの組み合わせなどの複数の例を含む。これに加え、本明細書全体で、「１つの（ａ）」
、「１つの（ａｎ）」および「その（ｔｈｅ）」の意味は、複数の言及物を含む。「ｉｎ
」の意味は、「ｉｎ」と「ｏｎ」を含む。
【００３５】
　本明細書で以下に定義されるあらゆる物理的特性は、特に明記されない限り、２０℃～
２５℃で測定される。「室温」という用語は、特に明記されない限り、２５℃を指す。
【００３６】
　本明細書の値の任意の数値範囲に言及する場合、このような範囲は、述べられている最
小と最大の範囲のそれぞれおよびすべての数および／または部分を含むと理解される。例
えば、０．５％～６％の範囲は、０．６％、０．７％および０．９％から、５．９５％、
５．９７％および５．９９％といったすべての中間的な値を明確に含む。他の意味である
と明確に記載されていない限り、本明細書に記載される数値特性および／または要素範囲
のセットを互いに適用する。
【００３７】
　フルオロエラストマー組成物が、インク系デジタルオフセット印刷またはバリアブルデ
ータリソグラフィー印刷システムに関連して本明細書に記載されるが、フルオロエラスト
マー組成物の実施形態、またはこれを用いて画像化部材を製造する方法を、インク系デジ
タルオフセット印刷またはバリアブルデータリソグラフィー印刷システム以外の印刷用途
を含め、他の用途で使用してもよい。
【００３８】
　図１は、オフセット印刷システムを示す。図１に示されるように、オフセット印刷シス
テムは、画像化部材１２を備えていてもよい。一実施形態では、画像化部材は、基材２２
と、再画像作成可能な表面層２０とを備える。表面層は、画像化部材の最外層であり、す
なわち、基材２２から最も遠い画像化部材の層である。一実施形態では、表面層２０は、
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フルオロエラストマー組成物を含む。本明細書で示すように、基材２２は、円筒形の形状
であり、しかし、基材は、ベルト形態などであってもよい。ある実施形態では、表面層は
、異なる機能を発揮し得るため、基材と比較して異なる材料であることを注記すべきであ
る。
【００３９】
　図１に示されるように、一実施形態では、画像化部材１２は、反時計回りに回転し、き
れいな表面で開始する。第１の位置に湿し液サブシステム３０が配置され、湿し液３２で
表面を均一に濡らし、均一な制御された厚みを有する層を作成する。ある実施形態では、
湿し液の層は、厚みが約０．１５マイクロメートル～約１．０マイクロメートルであり、
均一であり、ピンホールがない。以下にさらに説明されるように、湿し液の組成物は、平
坦化および層の厚みの均一化を補助する。センサ３４（例えば、系中の非接触型レーザ光
沢センサまたはレーザコントラストセンサ）を使用し、層の均一性を確認してもよい。こ
のようなセンサを使用し、湿し液サブシステム３０を自動化してもよい。
【００４０】
　光学パターン形成サブシステム３６で、湿し液の層をエネルギー源（例えば、レーザ）
にさらし、層の一部にエネルギーを選択的に加え、湿し液を画像状になるように蒸発させ
、受け入れ基材に印刷されることが望ましいインク画像の「ネガティブ」潜像を作成して
もよい。インクが望ましい場所にインク画像を作成し、湿し液が残っている場所に非画像
領域が作られる。ある実施形態では、任意要素のエアナイフ４４は、きれいな乾燥空気の
供給を維持し、空気の温度を制御し、インク付与前の塵の汚染を減らすために、表面層２
０の上の空気の流れを制御する。次に、ある実施形態では、インク組成物は、インク付与
サブシステム４６を用い、画像化部材に塗布される。インク付与サブシステム４６は、１
つ以上の成形ローラー４６Ａ、４６Ｂの上でオフセットインク組成物を秤量するためのア
ニロックスローラーを用いた「キーレス」システムからなっていてもよい。インク組成物
を画像領域に塗布し、インク画像を作成する。
【００４１】
　ある実施形態では、レオロジーを制御するサブシステム５０を使用し、インク画像を部
分的に硬化させるか、または粘着性にする。この硬化源は、例えば、紫外光発光ダイオー
ド（ＵＶ－ＬＥＤ）５２であってもよく、所望な場合、光学レンズ５４を用いて集束させ
てもよい。凝集および粘度を上げる別の様式は、インク組成物の冷却を使用する。この冷
却は、例えば、インク組成物を塗布した後、インク組成物を最終基材に転写する前に、吐
出部５８から再画像作成可能な表面に冷たい空気を流すことによって行うことができた。
または、加熱要素５９は、第１の温度を維持するためにインク付与サブシステム４６付近
で使用されてもよく、冷却要素５７は、爪１６付近のもっと冷たい第２の温度を維持する
ために使用されてもよい。
【００４２】
　ある実施形態によれば、次いで、転写サブシステム７０で、インク画像を標的または受
け入れ基材１４に転写する。この転写は、記録媒体または受け入れ基材１４（例えば、紙
）を、インプレッションローラー１８と画像化部材１２との間の爪１６を介して通過させ
ることによって達成する。
【００４３】
　最後に、ある実施形態では、画像化部材から残留インクまたは湿し液を除去しなければ
ならない。この残渣のほとんどは、十分に空気を流しつつ、エアナイフ７７を用いて迅速
に簡単に除去することができる。残ったインクの除去は、洗浄サブシステム７２で達成す
ることができる。
【００４４】
　ある実施形態では、湿し液は、疎水性（すなわち、非水性）であり、インクは、ある程
度親水性である（小さな極性成分を含む）。この組み合わせを、種々の実施形態のフルオ
ロエラストマー組成物を用い、表面層２０と共に使用することができる。一般的に言えば
、ある実施形態では、バリアブルリソグラフィー印刷システムは、インク組成物、湿し液
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および画像化部材表面層を含むものとして記述されてもよく、湿し液は、インクの表面エ
ネルギーおよび画像化部材表面層の表面エネルギーのためのα－β座標を接続する円の中
の表面エネルギーα－β座標を有する。他の実施形態では、湿し液は、全表面張力が１０
ダイン／ｃｍより大きく、７５ダイン／ｃｍより小さく、極性要素は、５０ダイン／ｃｍ
未満である。ある実施形態では、湿し液は、全表面張力が１５ダイン／ｃｍより大きく、
３０ダイン／ｃｍより小さく、極性要素は、５ダイン／ｃｍより小さい。
【００４５】
　ある実施形態によれば、適切な化学を選択することによって、インクと湿し液の両方が
画像化部材表面層２０を濡らすが、インクと湿し液は、互いに濡れないシステムを工夫す
ることが可能である。システムは、インク存在下、表面を濡らす高いアフィニティを有す
ることによって画像化部材表面層２０からインク残渣を実際に持ち上げるようなインク残
渣存在下、湿し液がエネルギー的に望ましいように設計することもできる。言い換えると
、湿し液は、その後の印刷を進めることから微細なバックグラウンド欠陥（例えば、１μ
ｍ未満の半径）を除去することができる。
【００４６】
　一実施形態では、湿し液は、湿し液が画像化部材表面を濡らすようなわずかに正の広が
り係数を有するべきである。湿し液は、インク存在下、広がり係数も維持すべきであり、
または言い換えると、湿し液は、インクが付いている表面よりも画像化部材表面に対して
近い表面エネルギー値を有する。これにより、画像化部材表面がが、インクと比較して、
湿し液によって濡れ、湿し液がインク残渣から剥がれることができ、レーザが湿し液を除
去しない表面にインクが付着するのを拒絶する。一実施形態では、インクは、粗さ向上因
子を用い（すなわち、表面に湿し液が存在しない場合）、空気中で画像化部材表面を濡ら
さなければならない。ある実施形態では、インクが厚み１～２μｍで塗布された場合、表
面は、粗さが１μｍ未満であることを注記しておくべきである。一実施形態では、湿し液
は、空気存在下、インクを塗らさない。言い換えると、出口のインク付与爪での割れ目が
インクと湿し液の界面で起こり、湿し液自体では起こらない。このように、インクが受け
入れ基材に転写された後に、湿し液は、画像化部材表面に留まらない傾向がある。最終的
に、ある実施形態では、乳化した混合物のみが存在し得るように、インクと湿し液が化学
的に不混和性であることも望ましい。インクと湿し液が、近いα－β座標を有していても
よいが、多くは異なるレベルの水素結合を有する化学成分を選択し、Ｈａｎｓｏｎ溶解度
パラメータの差を大きくすることによって混和性を下げることができる。
【００４７】
　湿し液の役割は、画像形成の選択性および受け入れ基材へのインクの転写を与えること
である。一実施形態では、図１のインク源のインクドナーロールが湿し液の層と接触する
と、インクは、画像化部材の領域（すなわち、湿し液に覆われていない）にのみ塗布され
、これを乾燥させる。
【００４８】
　ある実施形態では、湿し液が、オクタメチルシクロテトラシロキサン（Ｄ４）とデカメ
チルシクロペンタシロキサン（Ｄ５）の混合物を含むことが想定される。ほとんどのシリ
コーンは、Ｄ４およびＤ５から誘導され、Ｒｏｃｈｏｗプロセスで作られるクロロシラン
の加水分解によって作られる。加水分解反応から蒸留したＤ４とＤ５の比率は、一般的に
、重量でＤ４　約８５％　対　Ｄ５　１５％であり、この組み合わせは、共沸混合物であ
る。ある実施形態では、湿し液は、Ｄ４のみを含んでいてもよく、または実質的にＤ４の
みを含んでいてもよい。
【００４９】
　特定の実施形態では、湿し液が、オクタメチルシクロテトラシロキサン（Ｄ４）とヘキ
サメチルシクロトリシロキサン（Ｄ３）の混合物を含むことが想定され、Ｄ３は、Ｄ３お
よびＤ４の合計重量の３０％までの量で存在する。この混合物の影響は、湿し液の薄層の
有効沸点を下げることである。
【００５０】
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　これらの揮発性ヒドロフルオロエーテル液および揮発性シリコーン液は、低い蒸発熱、
低い表面張力および良好な動的粘度を有する。特に、ある実施形態によれば、Ｄ４を湿し
液として使用し、Ｄ４との優れた濡れ性を示すとき、本開示の画像化部材表面層のフルオ
ロシリコーンが膨潤しないことを注記すべきである。
【００５１】
　本開示と共に使用するために想定されたインク組成物は、一般的に、着色剤と、複数の
選択された化合物とを含む。硬化可能な化合物を、紫外（ＵＶ）線で硬化させ、最終的な
受け入れ基材の所定の位置にインクを固定することができる。本明細書で使用される場合
、用語「着色剤」は、顔料、染料、量子ドット、これらの混合物などを含む。染料および
顔料が特に利点がある。染料は、インク媒剤への良好な溶解性および分散性を有する。顔
料は、優れた熱的性能および耐光性能を有する。着色剤は、インク組成物中、任意の望ま
しい量で存在し、典型的には、インク組成物の合計重量を基準として、約１０～約４０重
量％（ｗｔ％）、または約２０～約３０ｗｔ％の量で存在する。種々の顔料および染料は
、当該技術分野で公知であり、名前をいくつか挙げると、Ｃｌａｒｉａｎｔ、ＢＡＳＦお
よびＣｉｂａのような供給業者から市販されている。
【００５２】
　インク組成物は、２５℃、剪断速度５ｓｅｃ－１での粘度が約５，０００～約３００，
０００センチポイズであってもよく、約１５，０００～約２５０，０００ｃｐの粘度を含
む。インク組成物は、２５℃、剪断速度５０ｓｅｃ－１での粘度が約２，０００～約９０
，０００センチポイズであってもよく、約５，０００～約６５，０００ｃｐの粘度を含む
。ずり薄化指数（すなわち、ＳＨＩ）は、本開示において、２つの異なる剪断速度（ここ
では、５０ｓｅｃ－１と５ｓｅｃ－１）でのインク組成物の粘度比であると定義される。
これは、ＳＨＩ（５０／５）と省略してもよい。ＳＨＩ（５０／５）は、本開示のインク
組成物について、約０．１０～約０．６０であってもよく、約０．３５～約０．５５を含
む。これらのインク組成物は、２５℃での表面張力が少なくとも約２５ダイン／ｃｍであ
ってもよく、約２５ダイン／ｃｍ～約４０ダイン／ｃｍを含む。これらのインク組成物は
、多くの望ましい物理特性および化学特性を有する。これらは、接触し得る材料（例えば
、湿し液、画像化部材の表面層および最終的な受け入れ基材）と適合性である。これらは
、必要な濡れ特性および転写特性も有する。これらは、所定の位置でＵＶ硬化し、固定さ
せることができる。これらは、良好な粘度も有し、従来のオフセットインクは、通常は、
粘度が５０，０００ｃｐより高く、ノズル系インクジェット技術と共に用いるには高すぎ
る。それに加え、克服する最も困難な課題の１つは、以前の画像のゴースト現象を起こす
ことなく、デジタル印刷を可能にする首尾良いデジタル画像の洗浄および廃棄物の取り扱
いの必要性である。これらのインクは、インクが分離せず、非常に高い転写効率を可能に
するように設計され、従って、洗浄および廃棄物の取り扱いに関連する多くの問題を克服
する。本開示のインク組成物は、ゲル化せず、一方、単純なブレンドによって作られる通
常のオフセットインクは、ゲル化し、相分離に起因して使用することができない。
【００５３】
　画像化部材１２は、バリアブルデータリソグラフィー印刷プロセスで複数の役割を果た
し、（１）湿し液を用いて濡れる、（２）潜像の作成、（３）オフセットインクのインク
付与、および（４）インクを剥がし、受け入れ基材に転写することができる。画像化部材
（特に、その表面）の望ましいいくつかの品質は、画像化部材の有用な耐用寿命を延ばす
ための高い引張強度を含む。ある実施形態では、表面層２０は、インクに対して弱く接着
すべきであり、インクと濡れることができる場合でも、画像領域の均一なインク付与を促
進し、その後の表面から受け入れ基材へのインクの転写を促進するべきである。最後に、
いくつかの溶媒は、画像化部材の表面層を不可避的にある程度膨潤させるような低分子量
を有する。これらの膨潤条件では、画像化部材表面で近赤外エネルギーを吸収する粒子が
剥離することによって、画像化表面で間接的に摩耗が進むことがあり、次いで、これが摩
耗粒子として作用する。従って、ある実施形態では、画像化部材表面層は、溶媒が浸透す
る傾向は低い。
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【００５４】
　ある実施形態では、表面層２０は、全体的な印刷システムの要求に依存して、厚みが約
１０ミクロン（μｍ）～約１ミリメートル（ｍｍ）であってもよい。他の実施形態では、
表面層２０は、厚みが約２０ミクロン（μｍ）～約１００ミクロン（μｍ）である。一実
施形態では、表面層２０の厚みは、約４０ミクロン（μｍ）～約６０ミクロン（μｍ）で
ある。
【００５５】
　ある実施形態では、表面層２０は、表面エネルギーが２２ダイン／ｃｍ以下であり、極
性要素が５ダイン／ｃｍ以下であってもよい。他の実施形態では、表面層２０は、表面張
力が２１ダイン／ｃｍ以下、極性要素が２ダイン／ｃｍ以下、または表面張力が１９ダイ
ン／ｃｍ以下、極性要素が１ダイン／ｃｍ以下であってもよい。
【００５６】
　ある実施形態は、画像化部材表面層２０を製造する方法を想定する。例えば、一実施形
態では、この方法は、型に表面層フルオロエラストマー組成物を堆積させることと；表面
層フルオロエラストマー組成物を高温で硬化させることとを含む。
【００５７】
　一実施形態によれば、基材２２を表面層２０としてフルオロエラストマー組成物でコー
ティングし、高温で硬化させることによって画像化部材１２が作られる。一実施形態では
、表面層フルオロエラストマー組成物は、フルオロシリコーン、赤外線を吸収するフィラ
ーおよびシリカを含む。他の実施形態では、表面層フルオロエラストマー組成物は、さら
に、触媒（例えば、白金触媒）および架橋剤を含んでいてもよい。一実施形態では、表面
層フルオロエラストマー組成物を、スプレーノズルを介して基材２２にフローコーティン
グし、高温で硬化させる。例えば、表面層フルオロエラストマー組成物を、スピンドル速
度５～３００ＲＰＭ、コーティングのヘッド横断速度２～６０ｍｍ／ｍｉｎ、コーティン
グ分散速度６～４０グラム／ｍｉｎおよび２５℃での相対湿度４０～６５％で回転する基
材２２に堆積させてもよい。
【００５８】
　硬化を約１１０℃～約１６０℃の高温で行ってもよい。この高温は、室温と対照的であ
る。硬化は、約１５分～約４時間の期間行われてもよい。ある実施形態では、硬化時間は
、１５分～１時間である。一実施形態では、固化時間は、約３０分である。
【００５９】
　上述のように、表面層２０は、フルオロエラストマー組成物を含んでいてもよい。一実
施形態では、フルオロエラストマー組成物の配合物は、フルオロシリコーン、赤外線を吸
収するフィラーおよびシリカを含む。他の実施形態では、フルオロエラストマー組成物は
、さらに、触媒、例えば、白金触媒および架橋剤、例えば、ＮｕＳｉｌから市販されてい
るＸＬ－１５０架橋剤を含んでいてもよい。
【００６０】
　「シリコーン」という用語は、関連分野の技術分野で十分に理解されており、ケイ素原
子および酸素原子から作られる骨格と、炭素原子および水素原子を含む側鎖とを有するポ
リオルガノシロキサンを指す。本出願の目的のために、「シリコーン」という用語は、フ
ッ素原子を含有するシロキサンを除外するものとも理解すべきであり、一方、「フルオロ
シリコーン」という用語は、フッ素原子を含有するシロキサン群を包含するために用いら
れる。シリコーンゴム中に、他の原子（例えば、架橋中にシロキサン鎖を結合するために
用いられるアミン基中の窒素原子）が存在していてもよい。
【００６１】
　用語「フルオロシリコーン」は、本明細書で使用される場合、ケイ素および酸素原子か
ら作られる骨格と、炭素、水素およびフッ素原子を含む側鎖とを含む、ポリオルガノシロ
キサンを指す。少なくとも１つのフッ素原子は、側鎖に存在する。側鎖は、直鎖、分枝鎖
、環状または芳香族であってもよい。フルオロシリコーンは、架橋を可能にする官能基、
例えば、アミノ基を含んでいてもよい。架橋が終了したら、このような基は、全体的なフ
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ルオロシリコーンの骨格の一部になる。ポリオルガノシロキサンの側鎖は、アルキルまた
はアリールであってもよい。フルオロシリコーンは、例えば、ＮｕＳｉｌ製のＣＦ１－３
５１０またはＷａｃｋｅｒ製のＳＬＭ（ｎ－２７）から市販される。
【００６２】
　ある実施形態では、少なくとも７５％のシロキサン単位は、フルオロシリコーン中、フ
ッ素化している。フッ素化シロキサン単位の割合は、それぞれのケイ素原子が２つの可能
な側鎖を含むことを考慮することによって決定することができる。この割合は、少なくと
も１つのフッ素原子を含む側鎖の数を、側鎖の合計数で割ることによって計算される。
【００６３】
　一実施形態では、フルオロエラストマー組成物は、フルオロエラストマー組成物の合計
重量を基準として、５５重量％～９５重量％のフルオロシリコーンを含む。別の実施形態
では、フルオロエラストマー組成物は、８５重量％～９３重量％のフルオロシリコーンを
含む。さらに別の実施形態では、フルオロエラストマー組成物は、フルオロエラストマー
組成物の合計重量を基準として約７３重量％のフルオロシリコーンを含む。
【００６４】
　赤外線を吸収するフィラーは、スペクトルの赤外部分からエネルギーを吸収することが
できる（約７５０ｎｍ～約１０００ｎｍの波長を有する）。これにより、湿し液溶液の有
効な蒸発を補助する。いくつかの実施形態では、赤外線を吸収するフィラーは、カーボン
ブラック、金属酸化物、例えば、酸化鉄（ＦｅＯ）、カーボンナノチューブ、グラフェン
、グラファイト、または炭素繊維であってもよい。フィラーは、平均粒径が約２ナノメー
トル～約１０ミクロンであってもよい。一実施形態では、フィラーは、平均粒径が約２０
ナノメートル～約５ミクロンであってもよい。別の実施形態では、フィラーは、平均粒径
が約１００ナノメートルである。
【００６５】
　一実施形態では、フルオロエラストマー組成物は、フルオロエラストマー組成物の合計
重量を基準として、５重量％～２０重量％の赤外線を吸収するフィラーを含む。別の実施
形態では、フルオロエラストマーは、７重量％～１５重量％の赤外線を吸収するフィラー
を含む。さらに別の実施形態では、フルオロエラストマーは、フルオロエラストマー組成
物の合計重量を基準として、約２０重量％の赤外線を吸収するフィラーを含む。
【００６６】
　一実施形態では、赤外線を吸収するフィラーは、カーボンブラックである。別の実施形
態では、赤外線を吸収するフィラーは、低硫黄カーボンブラック、例えば、Ｅｍｐｅｒｏ
ｒ　１６００（Ｃａｂｏｔから入手可能）である。一実施形態では、カーボンブラックの
硫黄含有量は、０．３％以下である。別の実施形態では、カーボンブラックの硫黄含有量
は、０．１５％以下である。
【００６７】
　一実施形態では、フルオロエラストマー組成物は、シリカを含む。例えば、一実施形態
では、フルオロエラストマー組成物は、フルオロエラストマー組成物の合計重量を基準と
して、１重量％～５重量％のシリカを含む。別の実施形態では、フルオロエラストマーは
、１重量％～４重量％のシリカを含む。別の実施形態では、フルオロエラストマーは、２
重量％～４重量％のシリカを含む。さらに別の実施形態では、フルオロエラストマーは、
フルオロエラストマー組成物の合計重量を基準として、約１．１５重量％のシリカを含む
。
【００６８】
　一実施形態では、シリカは、疎水性シリカである。ある実施形態では、疎水性シリカは
、フルオロエラストマー組成物中で、親水性シリカより分散し、凝集しない。シリカは、
平均粒径が約１０ナノメートル～約０．２ミクロンであってもよい。一実施形態では、シ
リカは、平均粒径が約５０ナノメートル～約０．１ミクロンであってもよい。別の実施形
態では、シリカは、平均粒径が約２０ナノメートルである。
【００６９】
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　一実施形態では、フルオロエラストマー組成物は、触媒を含む。一実施形態では、触媒
は、白金（Ｐｔ）触媒、例えば、トリフルオロトルエン中の１４．３％Ｐｔ（ＴＦＴ中の
１４．３％Ｐｔ触媒）である。一実施形態では、フルオロエラストマー組成物は、フルオ
ロエラストマー組成物の合計重量を基準として、０．１５重量％～０．３５重量％の触媒
を含む。別の実施形態では、フルオロエラストマーは、０．２重量％～０．３０重量％の
触媒を含む。さらに別の実施形態では、フルオロエラストマーは、フルオロエラストマー
組成物の合計重量を基準として、約０．２５重量％の触媒を含む。
【００７０】
　一実施形態では、フルオロエラストマー組成物は、架橋剤を含む。ある実施形態では、
フルオロエラストマー組成物は、フルオロシリコーン架橋剤を含む。一実施形態では、架
橋剤は、ＮｕＳｉｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製のＸＬ　１５０架橋剤である。例えば、
一実施形態では、フルオロエラストマー組成物は、フルオロエラストマー組成物の合計重
量を基準として、１０重量％～１８重量％の架橋剤を含む。別の実施形態では、フルオロ
エラストマーは、１２重量％～１６重量％の架橋剤を含む。さらに別の実施形態では、フ
ルオロエラストマーは、フルオロエラストマー組成物の合計重量を基準として、約１５重
量％の架橋剤を含む。
【００７１】
　本開示の態様は、以下の実施例を参照することによって、さらに理解されるだろう。実
施例は、実例であり、その実施形態を限定することを意図していない。実施例１は、本開
示の一実施形態のフルオロエラストマーを製造するプロセスを示す。
【実施例】
【００７２】
　実施例１
　ステンレスビーズの入った塗料シェーカー中、１００グラムのＳＭＬ（ｎ＝２７）フル
オロシリコーン（Ｗａｃｋｅｒから市販されるビニル末端のトリフルオロプロピルメチル
シロキサンポリマー）を、３０．４グラムのカーボンブラック（Ｃａｂｏｔから市販され
るＥｍｐｅｒｏｒ　１６００）、１．７５グラムのシリカおよび２５０グラムのトリフル
オロトルエン（ＴＦＴ）溶媒を３時間かけて混合した。ＳＭＬ（ｎ＝２７）フルオロシリ
コーンは、以下の式１に示される。
【００７３】
【化１】

【００７４】
　塗料シェーカー中の混合は、フルオロシリコーンに最終的にカーボンブラックを分散さ
せるのに役立つ。混合した後、４２００マイクロリットル（μＬ）のＰｔ触媒（ＴＦＴ中
１４．３％）を加え、次いで、さらに混合した。ＴＦＴ中のＰｔ触媒を以下の式２に示す
。
【００７５】
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【００７６】
　次いで、２０グラムの架橋剤（ＮｕＳｉｌから市販されるＸＬ－１５０）を加え、混合
した。次いで、混合物の粘度を、ＴＦＴを加えることによって２８０ｃｐに調節した。Ｘ
Ｌ－１５０は、以下の式３に示される。架橋機構は、以下の式４に示される。
【００７７】
【化３】

【００７８】
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【化４】

【００７９】
　次いで、混合物を減圧下で脱気し、空気の泡を除去し、上述のようないくつかの実施形
態に従って画像化部材の製造に使用されるフローコーティング可能なエラストマーを作成
した。硬化後、架橋していない抽出可能なものは、ほぼ２～３％であった。
【００８０】
　図２は、フルオロシリコーン組成物中のカーボンブラック分散物を示す。特に、図２は
、フルオロエラストマー組成物の実施形態の９９８２　５．０ｋＶ　７．２ｍｍ　×　５
０．０ｋの走査型電子顕微鏡写真を示す。図２に示されるように、実施例１のフルオロエ
ラストマー組成物は、優れた分散品質を有する。フルオロシリコーンマトリックス中のカ
ーボンブラックの均一な分散物は、フローコーティングを可能にする。
【００８１】
　本願発明者らは、本開示の実施形態のフルオロエラストマー組成物が、優れたフローコ
ーティング特徴を有することを発見した。特定の理論によって限定されないが、本願発明
者らは、驚くべきことに、フルオロエラストマー組成物に少量のシリカが含まれると、フ
ルオロシリコーンマトリックス内の赤外線吸収材料の均一な分散が向上し、フルオロエラ
ストマー組成物のフローコーティング特徴を向上することを発見した。一実施形態では、
カーボンブラックは、フルオロシリコーンマトリックス中で凝集しない。図２に示される
ように、カーボンブラックは、フルオロシリコーンマトリックス中に非常に均一に分散し
、平均粒径が５０ｎｍである。ある実施形態では、カーボンブラック分散物は、滑らかな
フルオロシリコーン表面薄膜をフローコーティングするのに非常に重要である。カーボン
ブラックの凝集によって、印刷プロセスの画質に望ましくない粗い表面コーティングが得
られる。他の実施形態では、カーボンブラックの均一な分布は、高解像度画像生成に重要
な均一なレーザ吸収および湿し液の均一な蒸発にも役立つ。
【００８２】
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　バリアブルリソグラフィー印刷のためのプロセスがさらに開示される。一実施形態では
、印刷プロセスは、湿し液／給湿液を、画像化部材表面層を備える画像化部材に塗布する
ことと；画像化部材表面層の選択的な位置から湿し液を蒸発させることによって潜像を作
成し、疎水性の非画像領域および親水性の画像領域を作成することと；親水性の画像領域
にインク組成物を塗布することによって潜像を現像することと；現像された潜像を受け入
れ基材に転写することとを含む。

【図１】 【図２】
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